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日本光学会平成 21年度第 188回幹事会議事録

日　時： 2009年 9月 29日（火）　14：00～17：00

場　所： 応用物理学会会議室
参加者： 谷田貝幹事長，他 30名
議　事：
1. 第 1回常任幹事会議事録の確認
・第 1回常任幹事会議事録は承認された．
2. 報告事項
2─1. 「光学」関連報告
（1）「光学」編集報告
・編集委員会の状況として，開催回数の削減による経費削
減の内容と投稿論文数減少への対策が報告された．

2─2. 「OPTICAL REVIEW」関連報告
（1）「OPTICAL REVIEW」編集報告
・2006年1月から2009年9月までの掲載および投稿状況が
報告された．

（2）「OPTICAL REVIEW」出版報告
・英文校閲依頼先の変更について，現在の依頼先から停止
の了承を得たことと，新たな依頼先は JJAPで現在依頼
している業者となることが報告された．

・IPサイトライセンスについて未取得者に案内文書を郵
送した結果，新規に 12件の登録が完了したことが報告
された．

・欧文誌投稿料支援金について，ORへの投稿支援に 3件
の申請があり，すべてを支援することが決定されたと報
告された．

・2010年 Vol. 17，No. 1に掲載される論文から新投稿料を
適用する旨を，ホームページに記載したことが報告され
た．

2─3. 講演会関連報告
（1）Optics & Photonics Japan 2009（11/24―26）進捗報告
・講演申込内訳が報告され，会議史上 2番目に多い申込が
あったことが報告された．

・プログラム案および各セッションの会場予定が報告され
た．

（2）Optics & Photonics Japan 2010進捗報告
・会場を選定中であることが報告され，各々の会場候補の
費用概算が示された．

（3）第 34回光学シンポジウム結果・収支報告
・参加者は昨年とほぼ同数であるが，早期割引と参加割引
券の利用により収入が減少したことが報告された．

（4）第 35回光学シンポジウム進捗報告
・開催要項（案）が報告された．
・日本光学会ホームページ使用，光学シンポジウム用の

E-mailアドレスの取得について実行委員会に一任され
た．

（5）第 36回冬期講習会進捗報告
・参加募集活動を開始したことと，日本光学会ホームペー
ジからの申込受付を近日中に開始することが報告され
た．

（6）カラーフォーラム JAPAN 2009進捗報告
・7月 31日の実行委員会にて応募講演予稿の査読，チュー
トリアルの決定，招待講演者の決定，プログラムの決
定，参加募集文の決定を行ったことが報告された．

（7）平成 21年度名古屋講演会進捗報告（2009.10/14）
・開催概要が示され，光技術の生体への応用にスポットを
当てた講演会とすることが報告された．

（8）平成 21年度関西講演会進捗報告
・2010年 1月に島津マルチホールにて，「シリコンフォト
ニクス」をテーマとして開催されることが報告された．

（9）第 43回光学五学会関西支部連合講演会進捗報告
・2010年 1月 30日に大阪市立文化交流センターにて，「光
を介した宇宙との出会い」をテーマとして開催されるこ
とが報告された．

（10）平成 21 年度北海道地区学術講演会進捗報告
（2010.1/7 ─ 8）
・2010年 1月 8，9日に北海道大学学術交流会館にて開催
されることと，申込方法，発表要領等が報告された．

（11）第 5 回光応用新産業創出フォーラム進捗報告
（2010.2/26）
・プログラム構成案，開催までの準備スケジュールが報告
された．

2─4. その他報告事項
（1）協賛依頼について
・7件の協賛依頼が承諾され，さらに 4件の協賛依頼を受
けており承諾することが報告された．

（2）会員動静について
・2009年 8月に個人会員が 8名増加し，8月末において会
員数が 1877名であることが報告された．

（3）収支計算書について
・2009年 1月 1日から 8月 31日までの収支が報告された．
（4）光学会ホームページについて
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・2009年 6月 24日から 9月 13日までの日本光学会ホーム
ページへのアクセス数が示され，同水準で推移している
ことが報告された．

（5）500人会員増計画進捗報告
・各イベントにて入会のしおりの配布を継続していること
が報告された．

（6）国際協力支援金（欧文誌投稿料支援金）決定報告
・投稿料支援金の申請が 3件あったこととその内容が報告
され，内規に基づいて承認された．

（7）産学官連携推進事業進捗報告
・光みらい奨励金について，7 月末からホームページや
「光学」誌上で募集を開始したことが報告された．募集
期間は当初 9月 30日までであったが，10月 15日まで延
長されたことが報告された．

（8）平成 21年度奨励賞関連報告
・加藤波里氏（セイコーインスツル）と Ziyang Chen 氏
（Department of Electronic Science and Technology, 

Huaqiao University）が受賞されることが報告された．
（9）平成 21年度論文賞関連報告
・9月 11日に応募が締め切られ，応募総数が 10件であっ
たことが報告された．12月 1日の日本光学会常任幹事会
にて，受賞者決定の報告を行う予定であると報告され
た．

（10）デジタルホログラフィ DH 2011について
・DH 2011の日本での開催へ向けて，日本光学会の研究グ
ループから幹事長宛に協力の依頼があったことが報告さ
れた．

（11）映像機器ショー協賛・企画協力について
・前回の常任幹事会で協賛は承認済みであり，具体的内容
としてセミナーへの企画協力依頼があったことが報告さ
れた．

（12）韓国光学会20周年記念行事および年会2010について
・韓国光学会から 20周年記念式典への招待があり，谷田
貝幹事長が出席するように準備していることが報告され
た．

（13）アカデミックロードマップ状況報告
・オプティクスクラスターについて，ロードマップ改訂と
発展史作成の進捗状況が報告された．また，フォトニク
スクラスターについても同様に進捗していることが報告
された．

3. 審議事項・その他
（1）奨励賞受賞者への旅費補助について
・Ziyang Chen氏の代理で受賞記念講演を行う Jixiong Pu

氏より旅費補助の依頼があったことが報告され，補助す

ることが承認された．
（2）平成 22年度予算案について
・平成 22年度の予算案について，収入支出の案が報告さ
れた．
・提示された予算案が一次案として承認され，9月 30日に
応用物理学会に一次案を提出することが報告された．

（3）次期幹事構成案幹事推薦候補について
・次期幹事候補が報告され，幹事会の推薦候補とすること
が承認された．「光学」第 38巻第 11号誌上に公示し選挙
を行うことが報告された．

第 2回常任幹事会

　2009年 12月 1日（火）に，応用物理学会会議室（九段
下）において開催されました．第 188回幹事会議事録の確
認，「光学」編集報告，「OR」編集・出版報告，平成 21年
度電気関係学会北陸支部連合大会結果報告，平成 21年度
名古屋講演会結果報告，カラーフォーラム JAPAN 2009結
果報告，OPJ 2009結果報告，平成 21年度北海道地区合同
学術講演会進捗報告，第 36回冬期講習会進捗報告，平成
21年度関西講演会進捗報告，第 43回光学五学会関西支部
連合講演会進捗報告，産学官連携推進事業進捗報告，2009

年度「光みらい奨励金」審査結果報告，第 5回光応用新産
業創出フォーラム進捗報告，OPJ 2010進捗報告，第 35回
光学シンポジウム進捗報告がなされました．また，協賛依
頼，会員動静，収支計算書，日本光学会ホームページ報
告，500 人会員増計画進捗報告，光学論文賞審査経緯報
告，奨励賞授賞式報告，ベストプレゼンテーション賞報
告，平成 22年度予算報告，研究グループの会計取込，ア
カデミックロードマップ報告がなされました．さらに，平
成 22年度幹事選挙結果報告，幹事長選挙について，応用
物理学会理事会報告，SPIEとの協定について，会計予算
案について審議および報告がなされました．なお，詳しい
幹事会議事録は第 39巻第 3号に掲載予定です．

第 36回冬期講習会「光計測と偏光─基礎から最先端

の応用まで─」

期　日： 2010年 1月 21日（木）～ 1月 22日（金）
場　所： 東京大学本郷キャンパス山上会館大会議室
（〒113─8654 東京都文京区本郷 7─3─1）

主　催： 日本光学会
内容問合せ先： 東京工芸大学工学部　陳　軍
　　電話 046─242─9535　Fax 046─242─9535

　　E-mail: chen@photo.t-kougei.ac.jp

参加問合せ先： 応用物理学会分科会担当　伊丹
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　　E-mail: division@jsap.or.jp

最新情報は日本光学会ホームページ http://annex.jsap.or.jp/ 

OSJ/の講習会案内をご覧ください．

平成 21年度日本光学会関西講演会（応用光学懇談会

第 139回講演会）

テーマ： 「シリコンフォトニクス」
日　時： 2010年 1月 20日（水）　14：00～16：40

場　所： 大学コンソーシアム大阪，ルーム E

主　催： 日本光学会，応用光学懇談会
問合せ先・申込先： 

大阪府立大学工学研究科機械工学分野　水谷彰夫
　　〒599─8531 堺市中区学園町 1─1

　　電話 072─254─9219　Fax 072─254─9904

　　E-mail: mizutani@me.osakafu-u.ac.jp

詳細は第 38 巻第 12 号または日本光学会ホームページ
http://annex.jsap.or.jp/OSJ/の講習会案内をご覧ください．

第 43回光学五学会関西支部連合講演会

テーマ： 「光を介した宇宙との出会い」
日　時： 2010年 1月 30日（土）　10：35～17：00（受付開
始 10：10～）

場　所： 大阪市立大学文化交流センター ホール
申込締切： 2010年 1月 20日（水）
参加申込先： （株）ジーエス・ユアサ・パワーサプライ ラ

イティング事業本部　技術部システム設計グループ　
石川勝己　Fax 075─934─2733

　　E-mail: katsumi.ishikawa@jp.gs-yuasa.com

申し込みの際には，「光学五学会講演会の申し込み」と明
記ください．詳細は第 38巻第 12号または日本光学会ホー
ムページの講習会案内をご覧ください．
http://annex.jsap.or.jp/OSJ/

第 5回光応用新産業創出フォーラム「光が綾なす新産

業」

　日本光学会では産学官連携推進事業を進めています．本
フォーラムは，日本が真の科学技術創造国となるための産
学官の連携による人材育成，ブレインネットワークの構
築，産業種の創出・育成に向けた議論の場を目指します．
テーマ： 「光が綾なす新産業」
日　時： 2010年 2月 26日（金）　13：00～17：45

場　所： 慶應義塾大学三田キャンパス北館ホール（JR山
手線・京浜東北線田町駅徒歩約 8分，都営地下鉄浅草
線・三田線三田駅徒歩約 7分，都営地下鉄大江戸線赤

羽橋駅徒歩約 8 分，地図 http://www.keio.ac.jp/ja/ 

access/index.html）
主　催： 日本光学会産学官連携委員会
プログラム：
　13：00　開会の挨拶
　13：00　「高効率GaN系LED開発の現状と応用」井上光
宏（豊田合成）

　13：30　「人の知的活動を高めるスペースデザイン」渡
邊朗子（東京電機大）

　14：00　「アグリフォトニクス─LEDを利用した植物工
場」後藤英司（千葉大）

　14：30　「忠実な色情報の映像記録と再現：ナチュラル
ビジョンの応用技術」山口雅浩（東京工業大）

　15：10　招待講演（2008年度光みらい奨励金 A採択者）
「光演算によるディスプレイのセキュリティ技術」山
本裕紹（徳島大）

　15：40　特別講演「光科学技術の開発だけで，イノベー
ションが起こせるのか？─競争力のからくりを明らか
にする─」妹尾堅一郎（東京大）

　16：35　パネルディスカッション「新しい照明による新
産業創出─光技術は二酸化炭素排出 25％減にどれだ
け貢献できるか ?─」パネリスト：井上光宏（豊田合
成），後藤英司（千葉大），妹尾堅一郎（東京大），山
口雅浩（東京工業大），渡邊朗子（東京電機大），伊藤
日出男（司会，産総研）（50音順）

　17：45　閉会の挨拶，2009年度光みらい奨励金授与式
　18：00　懇親会
参加費： 事前登録会員（日本光学会・協賛学協会）4,000

円，非会員 5,000円，学生無料（聴講のみ）．当日登録
会員（日本光学会・協賛学協会）5,000 円，非会員
6,000円，学生無料（聴講のみ）．懇親会費 4,000円．

事前登録方法： 2010年 2月 9日（火）18時締切．産学官連
携委員会ホームページ（http://www.osj-sangakukan.jp/）
より下記項目をご記入の上，お申し込みください．
（1）氏名（ふりがな），（2）所属，（3）電子メールアドレ
ス，（4）電話番号，（5）Fax 番号，（6）会員・非会員・
学生の区分（日本光学会賛助会員の企業等に所属の方
は会員としてご登録ください），（7）懇親会出欠　※事
前登録をされた方には2月12日までに電子メールで登
録番号をお知らせします．

問合せ先： 豊田中央研究所　藤川久喜
　　電話 0561─71─8090　Fax 0561─63─5328

　　E-mail: forum2010@osj-sangakukan.jp

　　URL: http://www.osj-sangakukan.jp/
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第 4回新画像システム・情報フォトニクス研究討論会

　画像システム，画像処理・応用，情報フォトニクス，情
報光学，および関連するデバイス分野の研究において情報
発信を行うとともに，研究者間の相互理解を深める場を作
るため，新画像システム研究会および情報フォトニクス研
究グループでは第 4回研究討論会を開催します．前述の分
野における幅広い研究に対して，自由な形式での議論を支
援するために，すべての発表をポスター形式で行います．
未発表の研究に限らず，既発表であっても，学会の限られ
た時間では十分に説明しきれなかった内容を掘り下げて発
表するとともに，深く突っ込んだ議論がなされることを期
待しています．画像・情報光学の研究を牽引する研究者，
技術者，教員，学生の方々のご投稿をお待ちしています．
臨場感を高め，議論を実りあるものとするため，実機によ
るデモンストレーション，ノート PC持ち込みで，実験の
詳細がわかる写真やムービーなどのスライドショーを推奨
します．
日　時： 2010年 6月 29日（火）　13：00～16：50（終了後

17：20よりカフェテリア匠にて懇親会）
場　所： 大阪大学コンベンションセンター会議室 2

（ショートプレゼン），会議室 3（ポスター発表）（〒
565─0871 吹田市山田丘 1─1）

主　催： 応用物理学会新画像システム研究会・日本光学
会情報フォトニクス研究グループ

プログラム： 12：30 受付，13：00 開会の挨拶，13：10 

ショートプレゼンテーション，14：00 ポスターセッ
ションおよびデモ展示・スライドショー（第 1部），
15：00 ポスターセッションおよびデモ展示・スライ
ドショー（第 2部），16：00 フリーディスカッション
（第 3部），16：40 閉会の挨拶，17：20 懇親会

参加申込方法： 2月 22日（月）までに，①表題，②アブ
ストラクト（100字程度），③著者，④所属，⑤連絡先
（電子メール，電話番号），⑥デモ展示の有無，⑦スラ
イドショーの有無，を明記の上，下記の申込用電子
メールアドレスまでご送付ください．申込受付後， 
6月 14日（月）必着で，予稿原稿（A4サイズ 2ペー
ジ）およびショートプレゼンテーション用データをご
提出いただきます．アブストラクトは HPにて公開し
ますのでご注意ください．参加のみの方は 6月 7日
（月）までに電子メールにて申込をお願いします．

申込締切： 発表申込 2月 22日（月），参加申込 6月 7日
（月）（発表申込をされた方は参加申込不要）

参加費： 新画像システム研究会・情報フォトニクス研究
グループ一般会員および学生 2,000 円，一般会員外

3,000円．
申込・問合せ先： 大阪大学大学院情報科学研究科　香川

景一郎　E-mail: ipg-meeting@lip.ap.eng.osaka-u.ac.jp

詳細は情報フォトニクス研究グループウェブサイト
http://www.i-photonics.jp/meetings.htmlをご覧ください．

第 5回レーザーディスプレイ技術研究会

テーマ：「超小型プロジェクタとそれを支えるデバイス」
日　時： 2010年 2月 8日（月）13：00～17：00

場　所： 東京大学生産技術研究所コンベンションホール
（〒153─8505 東京都目黒区駒場 4─6─1）京王井の頭線
駒場東大前駅より徒歩 10分，小田急線東北沢駅より
徒歩 10分，小田急線・地下鉄千代田線代々木上原駅
より徒歩 15分

主　催： 日本光学会レーザーディスプレイ技術研究グ
ループ

協　賛： レーザー学会レーザーディスプレイ技術専門委
員会，IDW LADワークショップ

プログラム： ①「イントロダクトリートーク」黒田和男
（東大），②「プロジェクターケータイの利用シーンと
端末搭載への課題」太田学（NTTドコモ），③「携帯
搭載レーザープロジェクタ」新澤滋（マイクロビジョ
ン），④「100 ルーメン手のひらサイズ超小型プロ
ジェクタ」水島哲郎（パナソニック），⑤「緑色半導
体レーザー」岡本國美（ローム），⑥「モバイルディ
スプレイ用赤色半導体レーザー」八木哲哉（三菱電
機），⑦「モバイルディスプレイ用MEMS技術」乙幡
大輔（日本信号），⑧「クロージングリマーク」山本
和久（大阪大学）

参加費： 一般 4,000円，学生 1,000円（税込）．当日会場に
てお支払いください．領収書を発行します．終了後簡
単な懇親会を予定しています（無料）．

参加申込： E-mailにて下記までお申し込みください．
　　E-mail: yamamoto-k@ppc.osaka-u.ac.jp（山本和久：大

阪大）
プログラムは研究グループのホームページでもご覧になれ
ます．http://qopt.iis.u-tokyo.ac.jp/ldt/

国立天文台ハワイ観測所研究員公募

求人人員： 補償光学サイエンティスト（研究員）1名
所　属： 国立天文台ハワイ観測所
専門分野： 補償光学，光波面計測，光波面情報処理，大

気擾乱を通した光の伝播，観測装置開発などに関連す
る分野
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応募資格： 天文学あるいは関係する分野の博士の学位を
有する方，あるいは採用予定日前に博士の学位取得見
込みの方，あるいは博士の学位と同等の研究歴をもつ
方

着任時期： 決定後なるべく早い時期
提出書類： http://www.naoj.org/Topics/2009/AO/index.html

を参照してください．
応募締切： 2010年 1月 20日
書類送付先： オンライン 　http://www.rcuh.com/

Fax　＋1─808─956─5022

　　郵送　 Director of Human Resources, Research Corpo-

ration of the University of Hawaii, 2530 Dole Street, 

Sakamaki Hall D-100, Honolulu, HI 96822, USA.

問合せ先： 国立天文台ハワイ観測所　早野　裕
　　電話 ＋1─808─934─5941　E-mail: hayano@subaru.naoj. 

org（日本語可）
その他，応募上の注意： ハワイ大学研究公社（RCUH）

を通しての雇用となります．http://www.naoj.org/ 

Topics/2009/AO/index.htmlを参照のうえ，英語で応
募してください．給与・勤務条件等は RCUHの定め
る規定によります．着任は米国就労ビザが取得できた
あとになります．
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日本光学会 newsの掲載申込先：
〒 441―8580　豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1―1　豊橋技術科学大学 4系中内研究室
伊藤光学工業（株）共同研究員　宮澤佳苗
電話 0532―44―6765　Fax 0532―44―6651　E-mail: k-miyazawa＠ itohopt.co.jp
なお，掲載申込は原則として発行日（10日）から 2か月前の 15日まで，開催日が 1～10日の場合
は，開催日の 3か月前の 15日までにお願いします．
掲載にあたっては，「日本光学会 news」および「光学関連会合予定」の掲載基準（http://annex. 
jsap.or.jp/OSJ/kogaku/news-keisai.html）をご確認ください．
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日 本 光 学 会 平 成 21 年 度 幹 事（*常任幹事）

（宇都宮大）谷田貝豊彦 *幹事長：

（理研）加藤　純一 *（東京大）志村　　努 *副幹事長：

（大阪大）伊東　一良前幹事長：

（シチズンホールディングス）橋本　信幸 *（リコー）厚海　広道 *庶務幹事：

（ニコン）向井　香織 *（産総研）森　　雅彦 *

（HOYA）飯塚　隆之 *（N T T）佐々木雄三 *

（富士ゼロックス）安田　　晋 *（伊藤光学工業）宮澤　佳苗 *

（日本女子大）渡邉恵理子 *

（東工大）山口　雅浩（東京農工大）梅田　倫弘 *『光学』編集幹事：

（新潟大）佐々木修己 *（電通大）植田　憲一 *『Optical Review』編集・出版幹事：
（慶應義塾大）津田　裕之（北海道大）西村　吾朗国際協力幹事：

（慶應義塾大）石榑　崇明（豊田中研）藤川　久喜産学協力幹事：

（北海道大）戸田　泰則（山形大）佐藤　　学将来問題担当幹事：

（三菱電機）河野　裕之（コニカミノルタオプト）松坂　慶二電子化担当幹事：

（東北大）豊田　光紀（キヤノン）辻　　俊彦事業・企画担当幹事：

（東芝）岡野　英明（金沢工大）吉澤　達也
（N T T）忠永　　修（静岡大）庭山　雅嗣
（室蘭工大）湯浅　友典（シャープ）南　　功治
（九州工大）岡本　　卓（徳島大）山本　裕紹
（オリンパス）大出　　寿（長岡技大）小野　浩司
（パナソニック）式井　慎一（大日本印刷）大八木康之
（大阪大）高原　淳一（防衛大）高橋　信明
（東京工芸大）陳　　　軍（富山大）高松　　衛
（京都工芸繊維大）粟辻　安浩（奈良先端大）杉浦　忠男


